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研究要旨 
医学教育モデル・コア・カリキュラムでは「輸血と移植」というテーマで医学生が習得すべき輸血医

学教育の内容が提示されているが、将来血液製剤を使用する立場となる人材の育成においては、血液製
剤の適正使用のみならず、輸血医学が国民の善意の献血によって支えられていることへの理解は欠か
せないものと考える。しかし、医療系大学において献血の重要性について学ぶ機会がどのように提供さ
れているのかについては、これまで把握されていないことから、本研究では献血教育の現状について明
らかにすることを目的として、国内の医学部を有する全 82 大学を対象とした実態把握調査（全国調査）
を実施した。

調査への協力依頼は 2020 年 2 月に行ったが、コロナ感染拡大時期と重なった影響もあり、回答期限
としていた 2020 年 3 月中旬まで得られた回答率は 24.4%（20 大学）にとどまっていた。そこで、コ
ロナ感染拡大がある程度抑えられた時点で、調査への協力について再度依頼を行ったところ、2020 年
8 月までに 17 大学より追加で回答を得られたことから、今回合計 37 大学（回答率 45.1%）からの回
答結果を本調査の最終報告としてまとめた。

国内の医学部を有する全 82 大学を対象とした実態把握調査（全国調査）を実施した結果、以下のこ
とが明らかとなった。

1. 国内の医学部を有する全 82 大学を対象とし、郵送による無記名自記式調査（献血教育、献血推
進に関連する 5 項目）を実施し、最終的に 37 大学より回答を得た（回答率 45.1%）。なお、各
大学医学部において医学教育にかかわる教員が回答した。

2. 37 大学中、医学部学生に対して献血推進のための取組を行っていたのは 20 大学（54.1%）であ
った。

3. 取組の内容としては、「献血の重要性や必要性に関する講義」が最も多く（16 大学/20 大学、
80.0%）、次いで「献血ルームや献血センターの見学実習」（10 大学/20 大学、50.0%）であった。 

4. 「献血の重要性や必要性に関する講義」は輸血医学の講義・実習枠の中で行われている大学が
最も多かった（50.0%）。

5. 今後導入したい献血教育コンテンツとしては、「献血制度を含むわが国の血液事業のあゆみに関
する講義」（35.1%）、「献血に関する日赤のパンフレットや資料の配布」（32.4%）、の順であっ
た。

6. 75.7%の大学（28 大学/37 大学）において、医学部キャンパス内に献血バスによる献血の機会
があり、日本赤十字社と大学の連携は進んでいると考えられた。一方、献血推進学生団体、クラ

111



ブ・サークル等が大学内に存在している大学は 21.6%にとどまっていた。医療系学生により構
成された学生団体による献血推進活動は、献血に興味のある学生が献血を行うきっかけとなり
うることから、献血推進学生団体、クラブ・サークル等が存在しない大学での学生団体による献
血推進活動の普及が望まれる。 

 
以上により、医療系大学の約半数（54.1％）が医学部生に対して献血推進のための取組を行っており、

その取り組みの内容としては、「献血の重要性や必要性に関する講義」が最も多く（80.0％）、今後
導入したい教育コンテンツとしては「献血制度を含むわが国の血液事業のあゆみに関する講義」
（35.1）％が最も多かった。 

これまでも言われてきたことであるが、今回の全国調査の結果からも、医学教育の現場におい
て、献血教育推進のための教育資材（講義用スライドやハンドブックなど）のニーズはあると考え
られ、次年度はこの作成に取りかかる予定である。医学教育において学生が習得すべき内容は多
岐にわたり、教育のための時間が不足している中、教員に負担をかけず簡便に活用できる教育資
材の開発が求められる。 

 
 
A. 研究目的 

医学教育モデル・コア・カリキュラムでは「輸血と
移植」というテーマで医学生が習得すべき輸血医学
教育の内容が提示されている 1)が、将来血液製剤を
使用する立場となる人材の育成においては、血液製
剤の適正使用のみならず、輸血医学が国民の善意の
献血によって支えられていることへの理解は欠かせ
ないものである。一方で、医学部の学生に対して献血
の必要性や重要性についてどのような教育が行われ
ているのかはこれまで把握されていない。 

本研究では献血教育の現状について明らかにする
ことを目的として、国内の医学部を有する全 82 大学
を対象とした実態把握調査（全国調査）を行った。 

 
B. 研究方法 

調査の対象は、国内の医学部を有する全 82 大学と
し、郵送による無記名自記式調査（5 項目、別添資料
１）を行った。各大学において医学教育にかかわる教
員が回答をした。 

調査期間：2020 年２-8 月 
調査項目：5 項目 
①医学部学生に対して献血推進のための取組は行

われているか 
②今後導入したい献血教育 
③献血推進を行っている学生団体、クラブ、サー

クル等あるか 
④医学部内キャンパスに、献血バスが来る機会は

あるか 

⑤献血教育に関するご意見 
 
C. 研究結果 

国内の医学部を有する全 82 大学中、37 大学から
回答を得た（回答率 45.1%）。 

1) 回答者の基本属性 
37 大学（38 名）の回答者の所属は、医学教育セ

ンターなどの医学教育部門に所属している教員が
19 名（50%）、輸血部や血液内科などの臨床部門に
所属している教員が 16 名（42.1%）であった。 

回答者の医学教育担当期間は、15 年以上が 15
名（39.5%）、11〜14 年が 3 名（7.9%）、6〜10 年
が 9 名（23.7%）、1〜5 年が 7 名（18.4%）であっ
た（図-1）。 

 

 
図-1 回答者の医学教育担当期間 
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2) 献血推進のための取組 
医学部学生に対する献血推進のための取組は20

大学（54.1%）が「行っている」と回答し、12 大
学（32.4%）が「行っていない」と回答した（図-
2）。 

 
図-2 医学部学生に対して献血推進の取組を行
っているか 

 
献血推進の取組内容としては、「献血の重要性や

必要性に関する講義」（16 大学、80%）、「授業の一
環として献血ルームや血液センターの見学実習」
（10 大学、50%）が多く、献血推進を行っている
学生団体、クラブ、サークル等の支援や推奨を行
っている大学は 1 割程度であった（図-3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図-3 どのような献血推進の取組が行われているか 

 
献血推進の取組として、「献血の重要性や必要性

に関する講義」を行っていると回答した 16 の大学
については、輸血医学の講義・実習枠の中で献血
教育を行っている大学が最も多く（50%）、講義数
としては 1 コマという回答が最も多かった（62.5%）

（図-4）。具体的な講義内容についての回答を表-1
に示す。 

 
 
 
 

 

113



 
図-4 献血の重要性や必要性に関する講義の講義枠と講義数 

 
 
 
 

表-1 献血推進の取組：献血の重要性や必要性に関する講義 

 

3) 今後導入したい献血教育 
今後導入したい献血教育については、「献血制度

を含むわが国の血液事業のあゆみに関する講義」
（13 大学、35.1%）が最も多く、次いで「献血に
関する日赤のパンフレットや資料の配布」（12 大
学、32.4%）であった（図-5）。 

献血推進の取り組みをすでに行っている大学

では、「若年層の献血者減少への方策についてグ
ループディスカッション」や「輸血医療を受け
た患者さんから献血者への感謝の思いを聞く機
会を設置」「献血ルームや血液センターの見学実
習」についても導入したいという回答が、献血
教育未導入の大学よりも多くみられた（図-6）。 
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図-6 今後導入したい献血教育は何か-献血推進の取り組み有無別-
  

図-5 今後献血したい献血教育は何か 
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4) 献血推進を行っている学生団体、クラブ・サー
クル等 
献血推進を行っている学生団体、クラブ・サー

クル等についてが「ある」と回答した大学は 8 大
学（21.6%）であった（図-7）。 

活動内容としては、「学祭での教員、学生、来
場者への献血の呼びかけ」「学祭 

での献血啓発展示による献血の呼びかけ」など
が挙げられた。（表-2）。  

図-7 献血推進を行っている学生団体、クラ
ブ・サークル等があるか 

 
表-2 献血推進を行っている学生団体、クラブ、サークルの具体的な活動内容 

 
5) 医学部内キャンパスに、献血バスが来る機会は

あるか 
医学部キャンパス内に献血バスが来る機会が

「ある」と回答したのは 28 大学（75.7%）であっ
た（図-8）。 

 

 
図-8 医学部内キャンパスに、献血バスが来る
機会はあるか 
 
 
 

「献血バスが来る頻度」については、「毎年 2 回
以上」が 19 大学（67.9%）、「毎年 1 回」が 3 大学
（14.3%）、「不定期」が 3 大学（10.7%）であっ
た（図-9）。 

 

 
図-9 どのくらいの頻度で献血バスが来るか 
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6) 献血教育に関する意見 
献血教育に関する意見として、「限られた講義時

間、カリキュラムの中で献血推進のためだけの時
間を作るのは困難」、「全国で共通の学習コンテン
ツが出来ると教えやすい」などの意見が寄せられ
た（表-3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
表-3 献血教育に関する意見（自由記載） 

 
D. 考察 

本研究では国内の医学部を有する全 82 大学を対
象とし、献血教育の現状について調査を実施した結
果、37 大学から回答を得た（回答率 45.1%）。 

集計結果から、医学部生に対して献血推進のため
の取組が行われている医療系大学は約半数であるこ
とが明らかとなった。行われている取組の内容とし
ては、「献血の重要性や必要性に関する講義」が最
も多く、今後導入したい教育コンテンツとしても献
血教育をすでに実施している大学、未実施の大学い
ずれにおいても「献血制度を含むわが国の血液事業
のあゆみに関する講義」が最も多かった。これらの
ことから、医学教育の現場において、献血教育推進
のための教育資材（講義用スライドやハンドブック

など）のニーズはあると考えられた。献血教育が行
われている講義枠として多かった輸血医学の講義・
実習は、輸血専任教官数と教育時間の不足が報告さ
れている 1)。医学が細分化し、教えるべき講義内容
が増加している現状 2)においては、短い時間で行
え、コンパクトにまとめた内容の教育資材が求めら
れる。 

約 8 割（75.7%）の大学において医学部キャンパ
ス内に献血バスが来る機会が「ある」と回答したこ
とから、日本赤十字社と大学の連携は進んでいると
考えられた。 

一方、献血推進学生団体、クラブ・サークル等が
ある大学は約 2 割（21.6%）にとどまっていた。広
島大学医療系学生により構成された学生団体

117



Kasumi-Bloodonors の献血推進活動事例からも、学
生自身が主体となった献血推進活動は若年層の心に
届きやすく効果的であることが示されており 3)、ま
た献血経験は医療系学生が献血の重要性を理解する
きっかけになりうる 4)ことからも、大学での学生団
体による献血推進活動の普及が望まれる。 
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医療系大学における献血教育実施状況に関する現状把握調査 
 

【調査へのご協力のお願い】 
 

時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。貴学、ますますご発展のこととお慶び申し上げ
ます。 
さて、当研究班、厚生労働科学研究費補助金 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策
研究事業「新たなアプローチ方法による献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究」では、
研究の一環として、医療系大学における献血に関する教育促進にお役立ていただける教育資材（講
義用スライドやハンドブックなど）の作成・開発を目指しております。 
ご承知のとおり、医学教育モデル・コア・カリキュラムでは「輸血と移植」というテーマで医学
生が習得すべき輸血医学教育の内容が提示されておりますが、将来血液製剤を使用する立場となる
人材の育成においては、血液製剤の適正使用のみならず、輸血医学が国民の善意の献血によって支
えられていることへの理解は欠かせないものと考えます。一方で、医学部の学生に対して献血の必
要性や重要性についてどのような教育が行われているのかはこれまで把握されていないことから、
この度全国の医学部を有する大学を対象としたアンケート調査を実施することとなりました。 
何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

記 
 

調査対象： 国内の医学部を有する全 82大学 
調査方法： 郵送による無記名自記式調査（5項目） 
調査への回答：貴学医学部において医学教育にかかわる教員の先生に 

ご回答いただきますよう、お願いいたします 
 

調査結果については集計値についてのみ公表し、厚生労働科学研究費補助金 医薬品・医療機器等レ
ギュラトリーサイエンス政策研究事業研究班の報告書として厚生労働省へ送付・提出する予定にして
います。なお本研究は広島大学疫学倫理委員会の承認（E-1479 号）を得ています。 
 
ご多用の折、誠に恐縮ですが、調査票は 2020 年 月 日（ ）までにご回答いただき、同封の返信

用封筒（切手不要）にてご返送くださいますようご協力をお願いいたします。 
 

厚生労働科学研究費補助金 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業 
『新たなアプローチ方法による献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究』 

 代表研究者  田中 純子 
広島大学大学院医系科学研究科 疫学・疾病制御学 教授 

【お問い合わせ先】「医療系大学における献血教育実施状況に関する現状把握調査」事務局 
広島大学 大学院医系科学研究科 疫学・疾病制御学 

別添資料 1 
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〒734-8551 広島県広島市南区霞 1 丁目 2番 3 号 
TEL 082-257-5162 FAX 082-257-5164 

 
 
 
本調査票にご回答いただく先生ご自身のことについて、お伺いいたします。 

先生のご所属部署 （    ） 
 これまでに医学部学生への医学教育をご担当されてきた期間（  ）年 
 
以下の質問（5 項目）について、ご回答いただきますようお願いいたします。 
該当する選択肢に直接〇をしてください。また、自由記載欄へのご記入をお願いいたします。 
 
問 1．貴学医学部では医学部学生に対して献血推進のための取組は行われていますか？ 
 （ 行われている ・ 行われていない ・ わからない ） 
 

▶献血推進のための取組が行われている学科： 
医学部 【医学科・保健学科・看護学科・その他（      ）】（複数回答可） 

▶どのような取組が行われていますか？ 当てはまる選択肢すべてに〇をしてください。 
(ア) 献血の重要性や必要性に関する講義 
  対象学科：（  ）学科 対象学年：（ ）年 講義数：（ ）コマ 

内容  
 
 
 

(イ) 授業の一環として献血ルームや血液センターの見学実習 
対象学科：（  ）学科 対象学年：（ ）年 時間数：（ ）時間 
内容  

 
 

 
(ウ) 輸血を受けた患者さんから献血者への感謝の思いを聞く機会を設置 

対象学科：（  ）学科 対象学年：（ ）年 時間数：（ ）時間 
内容  

 
 

(エ) 血液センターと連携し不足している献血情報を医学部学生に随時提供 
(オ) 大学のホームページや Web上の掲示板で献血推進に関する広報 
(カ) 献血促進に関するポスターを医学部キャンパス内掲示板に掲示 
(キ) 献血促進に関する資料（パンフレットなど）を医学部学生に配布 

↓↓ここから調査が始まります↓↓ 
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(ク) 学生による献血推進ボランティア活動の推奨 
(ケ) 献血推進を行っている学生団体、クラブ、サークル等の支援 
(コ) 献血バスのキャンパス内への誘致 
(サ) 献血を頻回に行っている医学部学生の表彰 
(シ) その他（     ） 

 
問２．貴学に今後導入したいと思われる献血教育として、当てはまる選択肢すべてに〇をしてくださ

い。 
(ア) 献血制度を含むわが国の血液事業のあゆみに関する講義 
(イ) 若年層の献血者減少への方策についてグループワーク・ディスカッション 
(ウ) 献血ルームや血液センターの見学実習 
(エ) 輸血医療を受けた患者さんから献血者への感謝の思いを聞く機会を設置 
(オ) 献血に関する日赤のパンフレットや資料の配布 
(カ) その他（自由記載） 

 
問 3．貴学医学部には献血推進を行っている学生団体、クラブ、サークル等がありますか？ 
 （ ある ・ ない ・ わからない ） 
 

どのような活動をしていますか（自由記載） 
 
 

 
 
問 4．貴学医学部キャンパス内に、献血バスが来る機会はありますか？ 

（ ある ・ ない ・ わからない ） 
 

（ア）毎年 1回  （イ）毎年 2回以上 （ウ）不定期 
（エ）その他（   ）  （オ）不明
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問 5． 献血教育に関するご意見がありましたら、ご自由にご記入ください（自由記載） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■■質問は以上で終わりです。ご協力誠にありがとうございました■■ 
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